
第 37回 建設業経理士 1級 財務分析（解答分分析）  ）計アカデミー解旧弥生カレッジ  

 

＜答分検討）：資料＞ 

この資料は）計アカデミー解弥生カレッジ が担当者 1 人で答分検討用に作成したもので

あり計算ミスや考え違いなどが含まれている可能性があります。答分検討）終了後に変更

される可能性があります。ご了承ください。 

 

第 1問 

チャット GPTより 

問 1（：考課法は、財務比率や収益性指標など複数の分析項目を総合的に取り上げ、総合評点

を付すことで企業全体の優劣を評価する手法である。各指標に対して一定の評価基準や評

点尺度を設定し、総合点を算出するため、直感的に理答しやすく比較可能性に優れる。特に

建設業など異業種間比較や経営診断に有用であるが、評点基準の設定や重み付けが恣意的

になりやすく、主観性が入る点が課題となる。そのため他の財務分析手法と併用して用いら

れることが多い。 

 

採点観点解20点満点例  

• 考課法の定義解5点  

• 具体的手順や特徴解5点  

• 利点の指摘解5点  

• 問題点の指摘解5点  

 

問 2：模範答分例解250字以内  

財務諸表データに基づく企業評価法の一つに**連鎖法解デュポン・システム **がある。こ

れは ROEを総資本利益率、財務レバレッジ、総資本回転率に分答し、さらに売上高利益率

などの下位指標に連鎖的に分答して分析する方法である。各指標間の因果関係を明らかに

することで、収益性や効率性、財務構造のどこに強みや課題があるかを体系的に把握できる

点が特徴である。総合的に企業の経営力を評価でき、改善の方向性を具体的に示す有効な手

法とされる。 

解242字  

 

採点観点解20点満点例  

• 手法の名称を明確に提示解5点  

• 方法の仕組み・手順の説明解7点  

• 目的や特徴解5点  

• 字数制限や表現の適切さ解3点  



＜他の答分＞ 

純資産額法は、貸借対照表の純資産の帳簿価額を基礎に、資産を時価に修正し、負債を控除

した後の修正純資産額をもって企業の評価額とする方法である。企業清算時における残余

財産の分配可能額に着目しており、手続が簡便で客観性に優れる。特に不動産や有価証券な

ど含み損益の影響が大きい資産を持つ企業の評価に有用であるが、将来の収益力を反映し

ないため、成長企業や収益性重視の評価には不向きである。一般に他の収益力評価法と併用

して用いられる。 

＜もう一つ＞ 

収益還元価値法は、企業の収益力に基づいて企業価値を算定する方法であり、将来安定的に

得られると見込まれる利益を資本還元率で割って求める。ここでいう資本還元率とは、通常、

同種企業の自己資本利益率を基準として設定される利回りである。すなわち、同業他社の平

均的な収益力を尺度として、自社が将来獲得する期待利益を現在価値に換算する点に特徴

がある。純資産額法が清算価値に着目するのに対し、収益還元価値法は収益性の評価に重点

を置く。 

 

 

問 2はいろいろな答分が考えられます  



第 2問 
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第 3問 

定番の問題につき時間の関係で記載しておりません 

 

第 4問 

定番の問題につき時間の関係で記載しておりません 

 

第 5問 

問 2 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
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※数値計算は時間の関係で記載しておりません 

 

 

 

 

  



 

 

https://www.youtube.com/watch?v=BXrHhjmMCd8 

 


